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マイクロコンビュータのインターフェースについて
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最近急速な発展を来たしたマイクロコンビュータ(マイコン)を有効に利用するためには， 種々の
インターフェースを開発する必要があった。 本文は このために， 紙テープ入力装置， ジャーナルプリ
ンタ出力装置， カセット入出力装置等とのインターフェースを製作し， マイコンの使用に役立つよう
にし， 又応用として， マイコン制御によるミュージツクシンセサイザを製作した。 これらの試作の結
果について報告する。 マイコンは， TLCS-12Aを使用した。
緒1. 
ジャーナルプリンタの制御回路
ジャーナルプリンタは， 小型のラインプリンタの ことで， 制御方式には， 同期式と非同劫式に分け
られる。 こ こでは， 非同期式を用いた制御回路を示す。 図1は， 御制回路の全ブロック図である。
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ジャーナルプリンタ制御回路
2.1 制御信号ピックアップ回路
ジャーナルプリンタの制御信号には， TL. TP信号とリセット信号があり， プリンタの回転マグネ
ットから位置検出パルスとして送られる。 回路図は図2のオベアンプ回路である。 プリンタから送ら
れる入力信号電圧は約lVであり， この回路で TTLレベルに変換している。 図 3のタイムチャート
は， この回路の入出力を示す。
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2.2 タイミングコントロール回路
タイミングノりレスは， 図 3のタイムチャートのよ
うに TL信号と TP 信号に分離して使用するので，
T TLゲート回路で これ を行い， 3 ステートゲート
を通してコンビュータに入力きれている。
2.3 ドラムカウンタ回路
ドラムカウンタは回転しているドラムの位置を示
す16進カウンタで， リセットパルスによりイニシャ
ライズきれてからドラムが話回転するたびにカウン
トするものである。 同期式と非同期式の違いは， こ
のドラムカウンタをもつか， もたないかの違いになる。 ドラムカウンタの内容は， SE(05)信号と1N
/O UT 信号のアンド信号により 3 ステートゲートを通してマイクロコンビュータに入力きれて，内部
レジスタとの比較が行なわれる。
2.4 1/0デコーダ回路
マイクロコンビュータの入出力パスは， 双方向性のためパスラインの接続は， 3 ステート出力端子
を用いている。 1/0デコーダは， このゲート端子を制御するもので，マイクロコンビュータの入出力
制御ユニット DCUのSE ラインと 1N/OUT ラインのアンド信号によってストロープしている。 この
入出力の割りつけを図4に示す。
2.5 データラッチ回路
データラッチ回路は， 印字するためのデータを一
時記憶する10ケのS R-FFと紙送りやリボン送りを
行なう信号によりセット， リセットされる2ケの
S R-FFから成る。
2.6 マグネットドライパ回路
この回路は， データラッチ回路の信号によりジャ
ーナルプリンタのハンマをたたき印字する回路であ
る。 紙送りプランジャー， リボンブラジャーは18V約1.8Aの電流を必要とするので3段ダーリントン
で構成し， 印字マグネットは18V約120mAの電流なので2段ダーリントで構成した。
各マグネットの動作ノ勺レス幅は， プランジャーマグネットが約65mSEC， トリガマグネットが約12
mSEC 必要で込あるが， この時間間隔は， プログラムによりCPUのアイドリング時間で決定している。
図2
nud au 
ij;匂
1/8 • 
1/16 匂
TL 佑 号
TP 信号
守'"恥HSn I A 血I
叫信司ーー一一
一一
"き〉ず
山側一一一Jl (←一一.IL一一
官.棺，
τp信号
プリンタのタイムチャート
佐三ヨコ (帥}
(プ')シトデーJ)
島:w�.;'-i\ ()..IJ) 
(ドラム角勺/1)
勉�当
( TL.，TPイ色奇}
出協� (品川
SEO� : Ff� 
(� >1-7:L-/.制働省号}
ピットo データラソチクリア
ビット1 リポンプランジャセγト
ピ ント2 ・紙送りプランジャセソト
ピ γト3 ・ プランジャセヴト
ピ γト4 印字出力
図4 入出力の割りつけ
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2.7 ジャーナルプリンタのソフトウェア
ドラム1回転分のフローチャートが図5である。 プログラム上で使用するレジスタやカウンタには，
Pレジスタ， キャラクタカウンタ， 出力レジスタカfある。 Pレジスタは， ;JTち出したいテゃー タを干各車内
しておくためレジスタである。 キャラクタカウンタは， ドラムが1回転した ことを検知するための4
ビットカウンタである。 プログラムの最初でクリアされてから TL信号が入るごとにカウン卜されカ
ウントが16つまりプログラムで1桁分の処理が行なわれたときにリセットされるカウンタである。 出
力レジスタは， 1桁のケタ数のビットで構成されるレジスタで， この場合10ケタのため10ビットレジ
スタである。 ドラムカウンタとPレジスタの内容を比較して一致したケタに1が入り， 印字が行なわ
れる ことになる。
CPUのプログラム操作としては， タイミングパルス TL� TP問で印字フォーマットの処理を実行
し TP � TL間でプリントアウトする ことになる。
プリントタイミングテストは， 入力命令 (SE 06) を用いてパルスをCPUに取込み， TL信号およ
び TP 信号の立ち上りを検知します。 プリントタイミング検出の中で同じ動作を2回やっているが，
これは， パスラインのノイズによる誤動作を防止するものである。
ドラムカウンタとPレジスタの比較は， 入力されたドラムカウンタの内容とOO F(16)の論理積を と
り上位の不要の8ビットをOにする。 次に比較すべきケタをPレジスタの該当する番地からCPU に
アクセスして内容の比較を行なう 。
図5 1回転分のフローチャート
3. 簡易PTRの制御回路の製作
マイクロコンビュータの入力装置として PTR を製作した。 回路図は， 図 6のよう になり読み取り
部 分は光検出器SPD 551を用いた。 これらの出力は， 信号入力時で約0.5Vである。 それでオペアン
プ LM741を比較器として使い， バッファ回路を通して TTL回路との接続を行なった。信号線路は，
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BUS 08 
並列に4本とスプロケット信号線1本から構成
されている。
データ読み取りタイミングは， スプロケット
信号をマイクロコンビュータで検知してSE信
号とIN/OUT 信号のアンド信号でゲートして
入力している。 図7は， そのタイミングを示す
タイムチャートである。
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図6 PTR回路図 図7 読み取りタイムチャート
3.1 データテープフォー マット
データテープは， 一般の8チャンネルテープを用いたが実際はPTR が4チャンネルの読み取り機
能しかもっていないので， 図8のようなフォーマット形式， すなわち第1-3チャンネルにデータ第
4チャンネルにデータ判定(1の場合データ， 0の場合読み飛しフレーム)を入れて入力を判定して
いる。 また使用したマイクロコンビュータが1ワード12ピットなので， データフレームは1ワード4
フレームになる。
4フレームデータ聞にニュートラルフレームをもうけたが， これはテーフ。のテゃパックをやりやすく
したものである。 図9に PT R のフローチャートを示す。
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図8 使用テープフォーマット例 図9 PTRフローチャート
4. ミュージツクシンセサイザの製作
マイクロコンビュータによる制御例としてミュージツクシンセサイザを作成した。 このミュージツ
クシンセサイザは， デジタルコントロールにより周波数をコントロールする方法を取った。 直接デジ
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タルコントロールする方法は， 特殊演奏はできないが従来のアナログコントロールのものより回路構
成が簡単で、あり， コンビュータ制御がやりやすい利点がある。 図10は， オルソン式のシンセサイザの
フ守ロック図である。
音階 は， 音階クロックゼネレータの出力をデータメモリブロックからの出力によって分周比が変え
られる音階フ。ログラマブルデパイ夕、、によって作り， 拍子は， 拍子クロックゼネレータの出力をデータ
メモリブロックからの出力によって分周してステップカウンタに加え， その出力をマイクロコンビュ
ータで読んで、拍子間隔を決定する方式をとっている。
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ミュージツクシンセサイザブロック図
4.1 データのビット構成
使用したマイクロコンビュータの1ワードは，
12ビット構成なので図11のようなビットパター
ンのデータを使用した。 ビットOは曲の終了を
示すビッドである。 ビット1.2は使用されてな
し ビット3は休符，ビット4.5は符長， ビット
6-11までは音階データを示すビットである。
4.2 音階発生ブロック
図12は音階クロックゼネレータと音階フ。ログラマブルデパイ夕、、の回路である。 発振周波数はVR1に
より38 0KHzから600KHzまで可変ができ， ト長調にするためには， ドの音を392Hzにしなければな
らないから音階デパイダの分周比の1/75と三角波ジェネレータの分周比1/1 6の積1/1200の逆数の，
1200を乗じた470KHzに調節した。 階 段波状の三角波は， アップダウンカウンタの出力をD/ A変換
すればよく回路は図13のようにアップダウンカウンタの MSB出力をEx-O Rに加えて真値/コンプリ
メント切換えを行なって出力を得ている。 Ex-O Rの出力は， バッファでインピーダンスを下げ2進ウ
ェートをつけた抵抗でD/A変換して得る。 これをパワーアンプに入力して音を発生している。
4.3 拍子発生ブロック
この回路は， 音階発生ブロックとほぼ同じ回路になるので図は省く。
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クロックの周波数は4分音符
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を規準にして約90Hzに調節している。
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図13 階段波状三角波発生回路とアンプ回路
4.4 制 御 回 路
この回路は， 音の発生をスタートさせたり， 拍子出力を検知してストップさせたり， また休符デー
タにより一時音を停止させたりするためのフリップフロップからなる回路である。 その他に電源を投
入した時に自動的にすべてのバッファレジスタやフリップフロップにリセットがかかるようなパワー
プライム回路をもっている。
5. 結 言
今回はマイクロコンビュータの基本的インターフェースの製作を行なったが， これらがすべてうま
く動作しており， 今後， 開発の基礎となろう。
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Eiichi TAKATA. Hiroshi INOUE. 
The latest rapid growth of microcomputer (mi-com) has made it necessary to develop 
various interfaces for effective use_ For this reason, in this paper, we have designed inter­
faces between mi-com and photoelectric tape reader input device, journalprinter output one 
and cassette input-output one, studying other application. For example, the music synthesi­
zer is produced and it is controlled by mi-com which reads some music melodies of the spe­
cified pattern punched out on the paper tape. 
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